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アオーレ長岡がオープン
４月１日、長岡駅前にアオーレ長岡がオープンしました。全議員で新議場の門出を祝いました。
アオーレ長岡での初めての定例会は６月です。ぜひ傍聴にお越しください。（４月１日の議場開場式の様子）

平成 24 年度当初予算を可決
市民の安全と安心を守り、市民協働で前進する予算
　３月定例会最終日、平成24年度当初予算12件を原案ど
おり可決しました。
　一般会計予算、国民健康保険事業特別会計予算、後期
高齢者医療事業特別会計予算、介護保険事業特別会計予
算については、賛否が分かれたため、賛成・反対両議員
による討論が行われ、起立採決の結果、いずれも賛成多
数で可決となりました。
　一般会計の予算額は、1,454億6,600万円で、23年度より
64億7,300万円減（4.3％減）となりました。（予算に対す
る各会派の評価は５ページ）

東日本大震災の瓦れき受け入れを決議 ホノルル市と姉妹都市を締結

議会活性化特別委員会を
設置しました

　３月定例会最終日に、東日本大震災の瓦れきの受け入れに関する決議を賛成34人
の総員一致（退席３人）で可決しました。
東日本大震災の瓦れき受け入れに関する決議
　昨年３月11日に発生した東日本大震災とそれに続く津波により、岩手、宮城、福
島３県では、約2,200万トン以上もの膨大な瓦れきが発生しました。これらの瓦れ
きは、震災から１年経過した現在でも６％程度しか処理されておらず、被災地の復
旧・復興の大きな障害となっています。
　７・13水害、中越大震災を経験した当市においてもそうだったように、復旧・復
興には災害廃棄物の速やかな処理が不可欠です。しかしながら、東日本大震災の瓦
れきは、放射能に対する危惧等があり、全国的に受け入れが進んでいないのが現状
であります。
　よって、市におかれては、市民の安全・安心の確保と市民の理解を前提とした上
で、科学的な知見により放射能の影響を検証するとともに、放射線量測定体制の整
備と測定結果の徹底した開示を行い、国とともに市民への説明責任を履行すること
を条件に、通常の廃棄物相当と判断される瓦れきをできるだけ早く受け入れるよ
う、強く要請いたします。

国際姉妹都市締結に関する決議
　戦禍を経験し、平和への願いが強い長岡市とホノルル市の
両市が、平和をテーマに交流し、市民の相互理解を深め、世
界の恒久平和の構築を図ることは極めて意義深いものがあり
ます。よって、長岡市は、アメリカ合衆国ハワイ州ホノルル
市との間に国際姉妹都市の盟約を締結するものであります。

　２月臨時会で、ホノルル市
との姉妹都市締結についての
決議を全会一致で可決しまし
た。
　酒井議長、森市長を始めと
する公式訪問団がホノルル市
を訪問し、３月２日（現地時
間）に、ホノルル市庁舎で姉
妹都市の調印を行いました。

　３月８日の本会議で、これからの長岡市議会
の活性化について議論する「議会活性化特別委
員会」を設置し、12人の委員を選任しました。

　委 員 長		 丸山　勝総
　副委員長		 永井　亮一
　委　　員		 佐藤　伸広　　丸山　広司
  杵渕　俊久　　中村　耕一
  桑原　　望　　松井　一男
  関　　正史　　高野　正義
  笠井　則雄　　小熊　正志

平成24年度一般会計当初予算を賛成33人、
反対４人の賛成多数で可決しました。

左から、カーライル・ホノルル市長、
森市長、チャン・ホノルル市議会議員、
酒井議長

傍聴のご案内
本
会
議

委
員
会

開　

会

午
後
１
時

午
前
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時
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付

午
後
０
時
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分
か
ら
西
棟

２
階
に
て

午
前
９
時
30
分
か
ら
西
棟

４
階
議
会
事
務
局
に
て

定　
　
　

員

65
人
、
車
椅
子
利
用
者
２
人
分
、

及
び
親
子
傍
聴
席
10
人

12
人

６
月
定
例
会
の
日
程
は
、
市
政
だ
よ
り
６
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平
成
24
年
度
当
初
予
算
の 

　
　
　
　
編
成
方
針
等
に
つ
い
て

　

24
年
度
当
初
予
算
を
ど
の
よ

う
な
方
針
で
編
成
し
た
の
か
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る

厳
し
い
経
済
雇
用
情
勢
に
加
え
、

度
重
な
る
自
然
災
害
が
続
く
中
で
、
ま

ず
は
市
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
最

優
先
課
題
に
と
ら
え
て
い
る
。
経
済
雇

用
対
策
、
生
活
の
支
援
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
第
一
の
方
針
と
し
た
。

平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
主
な
施
策
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
経

済
雇
用
対
策
と
平
行
し
て
、
持

続
可
能
な
成
長
戦
略
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

環
日
本
海
圏
域
の
経
済
発
展

を
本
市
に
取
り
込
む
た
め
、
新

潟
港
や
高
速
道
路
、
工
業
団
地
な
ど
の

産
業
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
新
潟
市
、
三
条
市
な
ど
と
多

方
面
で
連
携
し
、
圏
域
全
体
の
活
力
を

高
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
天
然

ガ
ス
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
環
境
未
来
都
市
構
想
を
進
め
た
い
。

こ
れ
に
よ
り
環
境
型
社
会
を
目
指
す
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
と
、
激
変
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
地
元
企
業
に
よ
る
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
の
開
発
を
支
援
し
、
地
域
経

済
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
都
市
の
魅
力
を
高
め

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
人
や
情
報
の
交
流
を
活

発
に
し
、
新
た
な
文
化
や
産
業
を
創
造

し
て
い
き
た
い
。

地
方
財
政
計
画
の
評
価
と 

　
　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
地
方
財
政
計

画
の
中
で
、
学
校
図
書
館
の
拡

充
整
備
と
学
校
司
書
の
配
置
の
た
め
の

予
算
が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
市

は
24
年
度
予
算
で
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

学
校
図
書
は
、
こ
れ
ま
で
も

毎
年
一
定
の
蔵
書
の
整
備
を
進

め
て
き
て
い
る
。
個
々
の
学
校
で
は
図

書
整
備
率
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

市
全
体
と
し
て
は
国
が
示
す
基
準
を
達

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
司
書
に
つ
い
て

は
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
「
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
中
で
、
司

書
等
の
有
資
格
者
を
学
校
図
書
館
に
配

置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。　

ア
オ
ー
レ
長
岡
の
開
業
に
伴
う 

　
文
化
の
創
造
と 

　
　
経
済
効
果
の
波
及
に
つ
い
て

　

ア
オ
ー
レ
長
岡
の
開
業
に
伴

い
、
結
果
と
し
て
経
済
発
展
な

ど
の
成
果
が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
成
果
を
支
所
地
域
に
ど
う
も
た
ら

し
て
い
く
の
か
。

　

成
果
を
支
所
地
域
に
波
及
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
ア
オ
ー
レ
長

岡
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
市
外
か
ら
の
視
察
や
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
機
会
を
最
大

限
に
活
用
し
、
支
所
地
域
の
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
し
た
い
。
ま
た
、
中
心
市

街
地
を
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
支
所
地
域

へ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
視
察

や
観
光
の
ル
ー
ト
づ
く
り
も
進
め
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・��

市
長
４
期
目
初
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
助
成
制
度
の
予
算

額
が
７
千
万
円
で
あ
り
、
拡
充

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
住
環
境
の
向
上
を

目
的
と
し
、
23
年
度
か
ら
補
助
金
額
を

年
額
５
千
万
円
と
し
て
始
め
た
も
の
で

あ
る
。
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、
さ
ら
に

５
千
万
円
を
追
加
し
た
。
し
か
し
、
追

加
分
に
対
す
る
当
初
の
応
募
が
、
５
千

万
円
の
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、

再
募
集
を
行
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
24
年
度
予
算

額
は
妥
当
と
考
え
る
。

柏
崎
刈
羽
原
発
30
キ
ロ
圏
内
の 

　
　
　
長
岡
市
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
原
発
問
題
に
つ
い
て

　

国
の
原
子
力
安
全
委
員
会
は
、

半
径
30
㌔
圏
内
を
Ｕ※

１
Ｐ
Ｚ
と
設

定
し
た
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
国
が
防
災

対
策
を
半
径
10
㌔
圏
内
と
し
て
き
た
こ

と
か
ら
大
き
く
方
針
転
換
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
市
も
早
急
に
安
全
協
定
を
結

ぶ
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

国
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
範
囲
に
つ
い

て
、
従
来
の
半
径
10
㌔
圏
内
の

防
災
対
策
と
、
目
的
や
対
応
が
異
な
る

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
５
㌔
か

ら
30
㌔
圏
は
、
し
ば
ら
く
自
宅
待
機
を

し
て
、
放
射
能
等
の
流
れ
を
確
認
し
て

か
ら
順
次
避
難
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
従
来
の
安
全
協
定
と
の
違
い
を

見
極
め
、
国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

第
５
期 

　
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
11
月
現
在
の
特
養

待
機
者
は
約
２
、
５
０
０
人
。

市
は
、
第
５
期
計
画
で
５
５
４
人
分
の

施
設
整
備
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
残

り
の
２
千
人
分
は
ど
う
す
る
の
か
。 

　

２
千
人
の
中
に
は
、
要
介
護

度
の
低
い
方
や
、
病
院
に
一
時

入
院
中
の
方
も
含
ま
れ
て
お
り
、
可
能

な
限
り
在
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
方
に
対
応
で

き
る
新
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
も
図
り
、

安
心
し
て
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
。
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
特
養
待
機
者
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
第
６
期
以
降
の
計
画
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

豪
雪
対
策
に
つ
い
て

　

現
在
、
小
国
地
域
と
栃
尾
地

域
に
２
名
ず
つ
冬
期
集
落
保
安

要
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化

率
が
高
い
集
落
は
増
加
し
て
い
る
。
制

度
の
拡
充
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　

冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
制

度
は
、
市
が
県
か
ら
２
分
の
１

の
補
助
を
受
け
、
地
元
の
方
を
保
安
要

員
と
し
て
雇
用
す
る
制
度
で
、
豪
雪
地

域
に
お
け
る
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境

の
維
持
向
上
の
上
で
有
効
な
制
度
だ
と

と
ら
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
ほ
か
の
地

域
に
お
い
て
も
制
度
を
活
用
し
た
い
と

い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、
県
と
協
議
し
拡

充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ
い

て�

中
山
間
地
域
に
お
け
る
安
全
・ 

　
安
心
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

中
山
間
地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
把
握
す
る
と
と
も

に
、
住
民
が
地
域
の
よ
さ
と
課
題
を
再

認
識
で
き
る
よ
う
、
住
民
意
識
調
査
を

実
施
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　

中
山
間
地
域
の
振
興
を
進

め
る
上
で
、
地
域
住
民
の
思
い

を
把
握
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
総
合
計
画
策

定
時
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
と
ひ

ざ
詰
め
で
話
を
聞
く
こ
と
が
最
も
有
効

だ
と
考
え
て
い
る
。支
所
で
は
、訪
問
活

動
な
ど
日
常
業
務
の
中
で
住
民
の
思
い

や
課
題
の
把
握
に
努
め
て
い
る
の
で 

、

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
積
極

的
に
行
う
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例 

　
　
　
（
仮
称
）
の
制
定
に
つ
い
て

　

中
山
間
地
域
振
興
基
本
条

例
（
仮
称
）
の
制
定
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
も
道
路
整
備

や
治
山
治
水
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
中※

２
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
や
過
疎
計
画
に
の
っ

と
っ
た
事
業
の
実
施
な
ど
、
積
極
的
な

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の

自
発
的
な
活
動
を
育
て
る
た
め
、
幅
広

い
支
援
を
行
い
、
市
民
力
が
発
揮
さ
れ

る
環
境
づ
く
り
も
し
て
い
き
た
い
。
提

案
の
あ
っ
た
条
例
も
研
究
し
な
が
ら
、

今
ま
で
以
上
に
住
民
の
思
い
や
地
域
の

課
題
を
受
け
止
め
、
総
合
特
区
制
度
な

ど
を
利
用
し
た
地
域
力
の
向
上
と
中
山

間
地
域
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

天
皇
・
皇
室
の
教
育
に
つ
い
て

　
「
万
世
一
系
」の
歴
史
的
事
実

を
知
ら
ず
し
て
、
女
性
宮
家
創

設
の
議
論
は
で
き
な
い
。
市
民
に
は
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
皇
室
の
伝
統
、
歴

史
を
伝
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

小
学
校
で
は
、
国
の
成
り
立

ち
の
学
習
の
中
で
、
神
話
や
伝

説
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
古
事
記
や
日

本
書
紀
に
触
れ
て
い
る
ほ
か
、
天
皇
が

国
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
や
、
天
皇
の
主

な
仕
事
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
日
本
国
民
統
合

の
象
徴
と
し
て
の
天
皇
の
地
位
と
、
天

皇
の
国
事
行
為
に
関
す
る
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
各
校
で
は
、
教
科
書
や
資
料

集
に
基
づ
き
、
適
切
に
学
習
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
市
単
独
で
副
教
材
を
作

成
し
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

長
岡
市
市
民
協
働
条
例
に
つ
い
て

　
検
討
中
の
条
例
に
、
反
日
市

民
団
体
や
不ふ

逞て
い
外
国
人
に
よ
る

身
勝
手
な
活
動
を
予
防
す
る
た
め
に
も

「
国
民
主
権
と
国
益
を
守
る
」
と
い
う
文

言
を
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

条
例
案
で
は
、
外
国
人
も
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

市
民
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
条
例

は
、
住
民
投
票
や
外
国
人
の
地
方
参
政

権
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
日
本
人
の
利
益
の
侵
害
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
条
例

に
「
国
民
主
権
」
や
「
国
益
を
守
る
」

と
い
う
文
言
を
入
れ
る
こ
と
は
適
当
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

●
そ
の
他
の
質
問

・�

東
日
本
大
震
災
の
瓦
れ
き
受
け
入
れ

に
つ
い
て

・�

環
境
政
策
に
つ
い
て

※１ ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する区域）：環境モニタリング等の結果を踏まえ、避難、屋内退避、安定ヨウ素剤の予防服用等を準備する区域。
※２ 中山間地域等直接支払制度：�耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中山間地域等において、農業生産の維持を図りつつ、多面

的機能を確保するために、交付金を活用して集落の活性化を進めていく制度。

答 問

答 問

2

永井　亮一�議員
（２期・しん長岡クラブ）

鈴木　正一�議員
（３期・しん長岡クラブ）

笠井　則雄�議員
（４期・共産党市議団）

藤井　盛光�議員
　（１期・市民クラブ）

諸橋　𠂰雄�議員
（３期・共産党市議団）

問問

問問

問問

問問

問

問

答答

答答

答答

答答

答

答

丸山　勝総�議員
 （３期・市民クラブ）

３
月
定
例
会
で
は
20
人
が
一
般
質
問　
一
般
質
問
の
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。



号180なが
  おか市議会だより

※３ ＮＡＺＥ（長岡産業活性化協会）：企業間、企業と大学等教育機関や産業支援機関を結ぶため、平成20年に設立されたＮＰＯ法人。
※４ フロンティアチャレンジ補助金：�中小企業が取り組む新技術・新製品の開発や10年先を見据えた新しい産業の芽を育てる研究会活動を支援するため、経費

の一部を補助するもの。

が
ん
検
診
の 

　
　
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

胃
が
ん
検
診
に
、
従
来
の
バ

リ
ウ
ム
検
査
と
比
べ
食
事
制
限 

も
な
く
、
わ
ず
か
な
血
液
で
診
断
が
可

能
な
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
」
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。 

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
は
、
胃
が
ん
に

な
り
や
す
い
人
を
見
つ
け
出

す
リ
ス
ク
検
査
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現

在
、
市
が
行
っ
て
い
る
バ
リ
ウ
ム
検
査

の
よ
う
に
、
直
接
が
ん
を
発
見
す
る
た

め
の
も
の
で
は
な
い
が
、
胃
が
ん
に
か

か
る
の
を
抑
制
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
は
、
国
で

も
ま
だ
研
究
段
階
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

３
世
代
同
居
や
近
居
を
支
援
す
る 

　
　
　
　
　
住
宅
政
策
に
つ
い
て

　

多
世
代
同
居
や
近
居
を
積
極

的
に
後
押
し
す
る
た
め
に
、
市

独
自
の
補
助
や
減
税
制
度
な
ど
を
設
け

て
は
ど
う
か
。 

　

３
世
代
同
居
は
、
数
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
現
在
、
３

世
代
以
上
が
同
居
す
る
多
世
代
住
宅
を

新
築
す
る
場
合
、
勤
労
者
住
宅
建
設
資

金
融
資
制
度
に
よ
り
、
融
資
限
度
額
１

千
万
円
、
償
還
期
間
25
年
以
内
、
金
利

２
％
の
長
期
固
定
金
利
で
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
一
般
住

宅
を
新
築
す
る
場
合
と
比
べ
、
融
資
限

度
額
と
金
利
の
面
で
有
利
な
制
度
と
な

っ
て
い
る
。今
後
は
、福
祉
政
策
と
も
連

携
し
た
上
で
、既
存
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
工
夫
す
る
こ
と
も
含
め
、

３
世
代
同
居
へ
の
実
効
性
あ
る
施
策
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

産
業
振
興
に
つ
い
て

　

新
技
術
や
新
製
品
の
開
発
を 

進
め
る
た
め
、
市
や
Ｎ※

３
Ａナ

 
ゼ
 
 
Ｚ
Ｅ

等
に
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
取
り
ま
と

め
、
企
業
の
開
発
を
支
援
し
て
は
ど
う

か
。

　

市
は
、
フ※

４
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ

レ
ン
ジ
補
助
金
に
よ
り
企
業
の

製
品
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。
近
年
は
、

開
発
さ
れ
た
製
品
や
技
術
の
約
２
割
が

企
業
同
士
の
連
携
に
よ
る
も
の
、
約
４

割
が
産
学
連
携
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
独
創
的
な
新
製
品
が
数
多
く
開

発
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
市
や
Ｎ
Ａ

Ｚ
Ｅ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
し
て

企
業
の
得
意
技
術
や
開
発
ア
イ
デ
ア
を

掘
り
起
こ
し
、
企
業
連
携
や
産
学
連
携

に
よ
る
開
発
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

防
災
に
つ
い
て

　

地
域
の
消
防
や
自
主
防
災
会

で
は
対
応
で
き
な
い
災
害
に
対

処
す
る
た
め
、
自
衛
隊
を
交
え
た
防
災

演
習
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。 

　

市
は
毎
年
、
自
衛
隊
の
協
力

を
得
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
自
衛
隊
の
資
機
材
や
機

動
力
を
生
か
し
た
訓
練
に
よ
る
連
携
は
、

大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
年
も

５
月
に
信
濃
川
・
魚
野
川
水
防
訓
練
を
、

10
月
に
川
口
地
域
に
お
い
て
総
合
防
災

訓
練
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
も
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
防
災
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
万
一

の
災
害
時
に
し
っ
か
り
と
生
か
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

●
そ
の
他
の
質
問

・ 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
に�

つ
い
て

・�

姉
妹
都
市
政
策
に
つ
い
て�

合
併
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て

　

合
併
地
域
は
地
域
の
未
来
図

が
な
か
な
か
見
え
な
い
状
況
に

あ
る
。
行
政
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と

な
っ
て
、
合
併
地
域
の
振
興
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　

合
併
地
域
の
皆
さ
ん
が
生
活

で
き
る
よ
う
、
道
路
の
除
雪
や

福
祉
政
策
な
ど
、
生
活
の
基
礎
的
な
部

分
を
支
え
る
政
策
に
つ
い
て
は
行
政
が

し
っ
か
り
と
行
う
が
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
住
民
が
い
か

に
意
欲
を
持
っ
て
自
ら
の
生
活
を
構
築

し
て
い
く
か
が
極
め
て
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。
従
っ
て
、
ま
ず
は
支
所
が
中

心
と
な
っ
て
住
民
や
地
域
団
体
の
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

議
論
を
し
な
が
ら
課
題
の
解
決
や
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く 

　
　
　
環
境
の
諸
課
題
に
つ
い
て

　

急
速
な
少
子
化
に
よ
り
、
各

地
域
で
子
ど
も
の
数
が
激
減
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
た
総

合
的
な
子
育
て
支
援
環
境
の
構
築
が
求

め
ら
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。 

　

市
は
子
ど
も
の
成
長
を
見
据

え
た
一
貫
し
た
子
育
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
子
育
て
の
駅
な
ど

独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
子
ど

も
が
減
少
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
子

育
て
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
中
で
子
ど

も
た
ち
が
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
成

長
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
何
よ
り
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
後
と

も
保
護
者
や
地
域
住
民
の
声
を
十
分
に

聞
き
、
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
総
合
的
な
視
点
で
き
め
細
か
く
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

克
雪
・
利
雪
に
つ
い
て

　

当
市
は
今
年
も
豪
雪
に
見
舞

わ
れ
た
。
克
雪
・
利
雪
に
対
す

る
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。 

　

市
は
、
平
成
元
年
に
制
定
し

た
克
雪
・
利
雪
市
民
憲
章
に
基

づ
き
、
克
雪
対
策
と
し
て
は
、
市
民
生

活
や
産
業
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
き

め
細
か
な
除
雪
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
利
雪
対
策
と
し
て
は
、

雪
し
か
祭
り
な
ど
、
気
候
や
風
土
を
生

か
し
、
各
地
域
の
伝
統
文
化
に
根
差
し

た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
振
興
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
雪
氷
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
克
雪
は
も
ち
ろ
ん
、
利
雪

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

　

要
援
護
世
帯
に
対
す
る
雪
お

ろ
し
の
助
成
は
、
現
在
３
～
４

回
と
な
っ
て
い
る
が
、
積
雪
量
だ
け
で

な
く
、
降
雪
の
状
況
に
よ
り
柔
軟
に
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

要
援
護
世
帯
除
雪
費
助
成
事

業
で
は
、
山
古
志
な
ど
の
豪
雪

地
域
で
は
４
回
、
そ
の
他
の
地
域
で
は

３
回
を
上
限
に
屋
根
の
除
雪
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
雪
お
ろ
し
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
助
成
回
数
を
増
や
す
な
ど

柔
軟
に
対
応
し
て
お
り
、
今
冬
は
豪
雪

だ
っ
た
た
め
、
回
数
制
限
を
撤
廃
し
た
。

今
後
と
も
、
要
援
護
世
帯
の
積
雪
に
よ

る
事
故
防
止
と
生
活
不
安
の
解
消
の
た

め
に
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

食
と
農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め
の
基

本
方
針
・�

行
動
計
画
に
つ
い
て

原
子
力
安
全
対
策
に
お
け
る 

　
　
　
長
岡
市
の
課
題
に
つ
い
て

　

原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
の
本
市

で
も
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、

安
全
協
定
締
結
を
実
現
す
る
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
、

安
全
協
定
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢

で
臨
む
の
か
。

　

本
市
と
し
て
も
、
主
体
的
に

安
全
に
対
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
た

だ
し
、
安
全
協
定
に
つ
い
て
は
、
５
㌔

圏
内
に
含
ま
れ
る
柏
崎
市
や
刈
羽
村
と
、

本
市
が
同
じ
形
で
締
結
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
も
、
市
町
村
研
究
会

を
通
じ
て
、
研
究
、
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

文
科
省
が
、
４
月
か
ら
全
国

の
学
校
に
放
射
線
に
関
す
る
副

読
本
を
配
布
す
る
。
こ
の
本
の
内
容
に

は
問
題
点
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
本

市
で
は
ど
の
よ
う
に
指
導
に
当
た
る
の
か
。

　

平
成
24
年
度
は
、
小
学
校
３

年
生
以
上
を
対
象
に
、
放
射
線

の
知
識
、
影
響
、
身
の
守
り
方
と
い
っ

た
基
本
的
な
内
容
を
選
び
、
で
き
る
だ

け
早
く
教
え
、
子
ど
も
た
ち
の
不
安
を

小
さ
く
す
る
よ
う
学
校
に
指
示
を
し
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
中
学
校
教
員
、

24
年
度
は
小
学
校
教
員
を
対
象
に
研
修

会
を
行
い
、
教
員
の
基
礎
知
識
を
つ
け

る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
教
育
委

員
会
が
指
導
資
料
を
作
成
し
、
学
校
に

提
供
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
放
射
線

学
習
は
初
め
て
で
あ
り
、
実
際
の
指
導

の
状
況
を
十
分
把
握
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
示
さ
れ
た

支
所
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て

大
河
津
分
水
の
抜
本
的
改
修
の 

　
推
進
と
信
濃
川
及
び
信
濃
川 

　
　
水
系
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

　
昨
年
７
月
30
日
の
豪
雨
で
は
、

各
地
で
大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。

こ
の
時
、
大
河
津
分
水
路
近
く
の
寺
泊

地
域
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

７
月
の
豪
雨
で
は
、
大
河
津

水
位
観
測
所
で
は
ん
ら
ん
危
険

水
位
を
超
え
る
16
・
13
㍍
の
水
位
を
記

録
し
た
。
こ
の
た
め
、
寺
泊
地
域
に
避

難
準
備
情
報
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
の
鉄
橋
で
は
、

地
元
の
消
防
団
と
河
川
管
理
者
が
共
同

で
ト
ン
パ
ッ
ク
の
設
置
や
土
の
う
積
み

を
行
っ
た
。

　

分
水
路
の
河
口
部
は
、
川
幅

が
１８０
㍍
と
狭
い
。
こ
の
た
め
、

急
激
な
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
が
各
地

を
襲
っ
て
い
る
中
、
一
刻
も
早
い
拡
張

工
事
と
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
が

求
め
ら
れ
る
。
市
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

　

分
水
路
の
拡
幅
改
修
工
事
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
上
流
で
も
、

相
当
水
位
が
下
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

現
在
国
で
は
、
信
濃
川
水
系
河
川
整

備
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、

今
後
お
お
む
ね
30
年
間
に
実
施
す
る
事

業
内
容
を
定
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
関
係
市
町
村
と
連
携

し
な
が
ら
、
こ
の
整
備
計
画
の
早
期
策

定
と
、
分
水
路
の
抜
本
的
改
修
に
つ
い

て
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

合
併
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

・�

合
併
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て

3

広井　晃�議員
（１期・市民クラブ）

大平　美惠子�議員
（３期・無所属の会）

高見　美加�議員
　（１期・市民クラブ）

細井　良雄�議員
（２期・共産党市議団）

中村　耕一�議員
（２期・公明党）

関　正史�議員
（３期・市民クラブ）

問問

問問

問問

問問

問問

問 問

答答

答答

答答

答答

答答

答 答

一
般
質
問
の
詳
細
は
、
６
月
上
旬
発
行
予
定
の
会
議
録
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
東
棟
１
階
行
政
刊
行
物
コ
ー
ナ
ー
、
東
棟
３
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西
棟
４
階
議
会
事
務
局
、
各
支
所
、
市
内
図
書
館
等
に
配
置
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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道
の
駅
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
体
が
自
立
で
き
る

体
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
地
域

活
性
化
の
要
の
一
つ
に
道
の
駅
が
あ
る
。

本
市
に
あ
る
道
の
駅
の
設
置
数
、
利
活

用
状
況
は
ど
う
か
。

　

現
在
市
内
に
は
、
①
地
域
交

流
ゾ
ー
ン
及
び
美
術
館
ゾ
ー
ン

か
ら
成
る
「
道
の
駅
良
寛
の
里
わ
し
ま
」

②
農
産
物
や
地
場
産
品
の
物
品
及
び
イ

ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
の
活
用
も
あ
る

「
道
の
駅
Ｒル
ー
ト
ニ
ー
キ
ュ
ー
マ
ル

２
９
０
と
ち
お
」
③
越
後
川

口
温
泉
と
共
に
集
客
施
設
の
中
心
を
担

っ
て
い
る
「
道
の
駅
越
後
川
口
」
の
３

箇
所
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
積
極
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
誘
客
活
動
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
、
本
市
は
道
の
駅
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　

現
在
本
市
で
は
、
市
民
力

や
地
域
力
と
い
っ
た
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
個
性
豊
か
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
地
域
の
核

と
な
り
得
る
持
続
あ
る
道
の
駅
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
設
置
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
土
交
通
省
か
ら
道
の
駅
の
指
定
を
受

け
る
に
は
、
魅
力
あ
る
沿
道
サ
ー
ビ
ス

施
設
と
し
て
安
定
し
た
経
営
が
必
要
で

あ
り
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
活
動
実
績
を

持
ち
合
わ
せ
た
民
間
事
業
者
が
設
置
し
、

運
営
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

従
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

活
動
を
継
続
し
、
施
設
管
理
者
の
要
件

を
満
た
す
運
営
主
体
が
育
つ
よ
う
、
市

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

長
岡
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

バ
ス
利
用
者
が
増
え
て
い
な

い
現
状
に
対
し
、
料
金
の
低
廉

化
が
有
効
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　

バ
ス
料
金
を
低
廉
化
す
る
こ

と
は
、
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
低
廉

化
に
見
合
う
だ
け
の
利
用
者
の
増
加
が

な
い
と
、
新
た
な
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
に
な
る
。
当
市
の
現
状
で
は
、
料
金

を
大
幅
に
低
廉
化
し
た
場
合
、
バ
ス
事

業
者
に
も
行
政
に
も
新
た
な
負
担
が
必

要
と
な
り
、
実
現
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
併
せ
て
、
利
用
者
が
少
な
い
日
中
の

時
間
帯
の
バ
ス
利
用
促
進
対
策
に
つ
い

て
は
、
十
分
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
バ
ス
事
業
者
が
行
っ

て
い
る
割
引
率
の
高
い
回
数
券
に
つ
い

て
、
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
利
用
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
、
割
引
率
の
拡
大
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
買
い

物
や
通
院
な
ど
普
段
の
生
活
が

困
難
な
地
区
の
市
民
を
支
え
る
公
共
交

通
の
確
保
は
必
須
で
あ
る
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
き
ち
ん
と
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

公
共
交
通
の
利
用
者
が
少
な

い
地
域
で
は
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
公
共
交
通
を
運
営
す
る
こ
と
が
、

地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
か
い
効
率
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
手
段
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
も
と
も
と

利
用
者
の
少
な
い
地
域
は
、
住
民
の
努

力
だ
け
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
市
も
指
導
や
助
言
と
併
せ
て
、

適
切
な
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
問
題
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
者

に
つ
い
て
、
国
は
、
悪
質
滞
納

者
と
証
明
で
き
な
い
限
り
慎
重
な
取
り

扱
い
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
本

市
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険
料
滞
納
者
は
、

保
険
料
だ
け
で
な
く
、
税
金
や

ロ
ー
ン
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
場
合
が
大
変
多

く
あ
る
。
問
題
の
解
決
に
向
け
、
生
活

全
般
の
状
況
を
伺
い
な
が
ら
、
一
緒
に

考
え
、
相
談
を
し
て
い
る
。
必
要
が
あ

れ
ば
専
門
の
相
談
機
関
の
紹
介
も
行
い
、

滞
納
者
の
生
活
再
建
を
行
う
と
同
時
に
、

少
し
で
も
保
険
料
を
納
付
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
も
、
丁
寧

な
対
応
に
努
め
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
制
度
外
繰
り
入
れ
を
す
れ
ば
、
保
険

料
の
値
上
げ
抑
制
も
十
分
可
能
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
に

よ
る
相
互
扶
助
の
保
険
制
度
で

あ
り
、
医
療
費
に
要
す
る
財
源
は
、
保

険
料
で
賄
う
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
険
料
負
担
の
急
激
な
増
加

は
、
低
所
得
者
の
生
活
に
影
響
を
与
え
、

収
納
率
の
低
下
に
よ
る
保
険
料
の
減
収

に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
総
合
的
に

考
慮
し
た
上
で
、
や
む
を
得
な
い
措
置

と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
制
度
外
繰

り
入
れ
に
よ
っ
て
財
政
的
な
調
整
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
制
度
外
繰
り
入
れ
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
規
律
を

維
持
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
の
前
提
に
、
未

婚
問
題
も
考
え
ら
れ
る
。
先
日
、

大
手
通
り
で
「
街
コ
ン
」
と
称
し
、大
々

的
に
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

企
画
を
、
行
政
で
も
活
発
に
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
催
し
た

「
街
コ
ン
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工 

夫
も
あ
り
、
よ
く
練
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト

だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
は
、
行
政
が
堅
い
形
で
行
う
よ
り

は
、
若
者
の
気
持
ち
を
熟
知
し
た
、
若

者
た
ち
が
中
心
に
な
り
、
若
者
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
た
よ
う
な
形
の
イ
ベ
ン

ト
が
最
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
市
民
協
働
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
る
。

食
育
推
進
対
策
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
は
、
パ
ン
食
を
や

め
、
早
急
に
完
全
米
飯
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
学
校

給
食
検
討
会
議
に
お
い
て
、
学

校
給
食
の
米
飯
の
回
数
は
、
今
後
、
週

４
回
を
目
安
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
特
別
栽
培
米
の
調
達
や
、

パ
ン
、
め
ん
の
事
業
者
と
の
調
整
が
整

っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度
中
に
週

４
回
に
増
や
す
こ
と
と
し
た
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

医
療
費
高
騰
対
策
に
つ
い
て

・�

空
き
家
対
策
、
危
険
家
屋
対
策
に
つ

い
て

支
え
合
う
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

　

豪
雪
時
に
、
自
主
防
災
組
織

や
町
内
会
な
ど
地
域
の
支
え
合

い
や
、
地
域
を
越
え
た
支
え
合
い
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
も
支

援
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
な
ど
除
雪
が
困
難
な

世
帯
を
、
自
主
防
災
会
や
町
内

会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
支
え

る
取
り
組
み
は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
組
織
が
さ
ら

に
機
能
す
る
よ
う
、
行
政
も
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
地

域
の
自
発
的
な
活
動
は
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
市
民
協
働

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
と
地
域
、
地
域

と
行
政
の
調
整
役
と
し
て
の
役
割
も
担

っ
て
い
き
た
い
。

映
画
に
よ
る
地
域
の
活
性
化 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
２
本

の
映
画
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
地
域
の
活
性
化
の
面
で
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
観
光
客
の
増
加
、

あ
る
い
は
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
の
盛
り

上
が
り
と
い
う
点
で
活
性
化
に
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

山
本
五
十
六
記
念
館
の
来
館

者
は
、
前
年
比
約
２
・
８
倍
で

あ
り
、
目
に
見
え
る
映
画
の
波
及
効
果

だ
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
か
ら

公
開
さ
れ
る
「
こ
の
空
の
花
」
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
ー
ン
が
市
内
の

ロ
ケ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ロ
ケ

地
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
、
映
画
を
通

じ
て
長
岡
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
に

し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

自
転
車
走
行
環
境
の
整
備 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

自
転
車
に
よ
る
事
故
対
策
や

走
行
環
境
整
備
の
た
め
に
、
利

用
実
態
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
調
査

を
踏
ま
え
、
利
用
環
境
整
備
の
た
め
に

基
本
計
画
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

　

環
境
問
題
や
健
康
志
向
の
高

ま
り
に
よ
り
、
当
市
で
も
自

転
車
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
特

に
中
心
市
街
地
で
は
、
再
開
発
の
進
展

や
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

自
転
車
利
用
者
と
歩
行
者
の
さ
ら
な
る

増
加
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
安
全
で
快

適
な
自
転
車
利
用
環
境
に
向
け
た
計
画

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
市

で
は
、
計
画
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
長
岡
駅

周
辺
に
お
い
て
利
用
実
態
調
査
を
行
い
、

課
題
や
問
題
点
を
整
理
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

自
転
車
の
運
転
マ
ナ
ー
向
上

や
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
自

転
車
安
心
安
全
条
例
（
仮
称
）
を
制
定

す
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

　

近
年
、
全
国
の
自
治
体
で
自

転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
条
例
は
、
自
転
車
利
用

者
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
の

安
全
利
用
に
関
す
る
教
育
や
指
導
な
ど
、

行
政
の
施
策
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
自
治
体
の
事
例
や
条
例
の
有
効
性

に
つ
い
て
研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

4

関　充夫�議員
（２期・しん長岡クラブ）

桑原　望�議員
（３期・無所属の会）

木島　祥司�議員
（１期・共産党市議団）

藤井　達徳�議員
（３期・公明党）

浮部　文雄�議員
（１期・市民クラブ）

加藤　尚登�議員
（２期・市民クラブ）

問

問

問

問

問 問

問

問

問

問

問

問

答

答 答

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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今
冬
の
豪
雪
に
つ
い
て

　

当
市
の
要
援
護
世
帯
へ
の
除

雪
費
助
成
は
、
市
民
税
非
課
税

で
あ
る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
が
、

柏
崎
市
な
ど
で
は
均
等
割
課
税
世
帯
も

要
援
護
世
帯
に
加
え
て
い
る
。
今
後
の

助
成
を
考
え
る
上
で
、
市
民
税
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
を
把
握
す
る
調
査
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　

除
雪
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

対
象
世
帯
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
か
ら
除
雪
に
支
援
が
必
要
な

世
帯
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
こ

う
し
た
世
帯
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
た

め
、
ま
ず
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
提
案
の
あ
っ
た
市
民
税
均
等

割
の
み
課
税
世
帯
に
つ
い
て
も
、
こ
の

実
態
把
握
の
一
環
と
し
て
調
査
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

入
札
制
度
に
つ
い
て

　

災
害
対
応
や
道
路
除
雪
で
活

躍
す
る
地
域
の
建
設
業
者
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
入
札
制
度
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。 

　

地
域
の
業
者
に
公
共
工
事
を

効
果
的
に
発
注
し
て
い
く
た
め

に
、
市
で
は
可
能
な
限
り
分
離
・
分
割

発
注
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
一
般
競
争

入
札
で
は
地
域
に
配
慮
し
た
発
注
要
件

の
設
定
や
、
受
注
者
を
分
散
さ
せ
る
方

式
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
指
名
競

争
入
札
で
は
、
地
元
業
者
を
中
心
に
指

名
し
た
り
、
ラ
ン
ク
が
異
な
る
工
事
で

も
当
該
地
域
の
業
者
を
指
名
す
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
受
注
機
会
の
拡
大
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
り
、
市
民
協
働
で 

前
進
す
る
予
算
に
賛
成

市
民
ク
ラ
ブ  　
　
　
　

ク
ラ
ブ
長　

丸
山　

勝
総

　

平
成
24
年
度
予
算
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ

る
厳
し
い
経
済
・
雇
用
状
況
等
に
対
処
す
る
た
め「
市

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
を
最
重
要
課
題
に
据
え

ら
れ
ま
し
た
。
主
要
施
策
で
あ
る
「
経
済
・
雇
用
対

策
」「
生
活
の
支
援
」「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
は
、
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
と
と
も
に
市

民
に
安
心
感
を
与
え
る
施
策
で
あ
り
ま
す
。

　
「
環
境
未
来
都
市
構
想
」
や
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
」
は
持
続
可
能
な
成
長
戦
略
と
捉
え
、

新
た
な
産
業
分
野
の
開
拓
に
つ
な
が
り
、
雇
用
の
増

加
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
向
上
さ
せ
交
流
人
口
の
拡
大
が
大
い
に
望
め
る
施

策
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
こ
の
た
び
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
「
市
民
に
安
全
と
安
心
感
」
を
与
え
、

「
前
よ
り
前
へ
確
実
に
進
む
予
算
」
で
あ
る
と
高
く
評

価
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
支
援
を

引
き
続
き
お
願
い
し
、
市
民
ク
ラ
ブ
は
賛
成
し
ま
す
。

安
全
と
安
心
を
守
り 

市
民
生
活
を
前
進
さ
せ
る
予
算
に
期
待

し
ん
長
岡
ク
ラ
ブ  　
　

ク
ラ
ブ
長　

永
井　

亮
一

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、
１
、
４
４

５
億
円
。
対
前
年
度
比
で
65
億
円
減
、
率
で
マ
イ
ナ

ス
４
・
３
％
と
、
国
が
定
め
た
地
方
財
政
計
画
の

一
般
歳
出
規
模
を
勘
案
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

23
年
度
に
お
け
る
対
前
年
度
比
89
億
円
減
に
比
べ
、

減
額
幅
は
小
さ
い
で
す
が
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
を
は
じ

め
と
す
る
普
通
建
設
事
業
費
の
当
然
減
を
考
慮
す
れ

ば
、
市
民
生
活
全
般
に
目
配
り
を
し
た
十
分
な
積
極

予
算
と
い
え
ま
す
。

　

ア
オ
ー
レ
長
岡
の
オ
ー
プ
ン
に
起
因
す
る
中
心
市

街
地
の
「
活
性
化
と
新
た
な
文
化
の
創
造
」
は
、
多

方
面
か
ら
の
予
算
執
行
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

単
に
、「
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
」
だ
け

で
は
な
い
と
さ
れ
る
そ
の
予
算
執
行
と
、
そ
の
期
待

さ
れ
て
い
る
成
果
を
十
二
分
に
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
と
も
に
、
大
い
に
期
待
も
し
、
ま
た
協
力

を
惜
し
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
な
ど 

暮
ら
し
と
福
祉
最
優
先
の
市
へ
の
転
換
を 

共
産
党
市
議
団  　
　
　
　
　

団
長　

笠
井　

則
雄

　

市
民
の
暮
ら
し
が
深
刻
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

中
、
大
型
開
発
優
先
の
市
政
か
ら
暮
ら
し
と
福
祉
最

優
先
の
市
政
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
立
場
で
予
算
を
見
る
と
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　

第
１
は
、
長
岡
市
が
独
自
に
介
護
保
険
料
等
の
値

上
げ
抑
制
の
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
第
２
は
、
中
心
市
街
地
開

発
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
３９０
億
円
も
つ
ぎ
込
ん
だ
中

心
市
街
地
開
発
の
中
心
施
設
ア
オ
ー
レ
長
岡
が
開
館

し
ま
す
。
ア
オ
ー
レ
長
岡
は
１
年
間
で
約
６
億
８
千

万
円
も
の
維
持
費
が
か
か
り
、
さ
ら
に
再
開
発
ビ
ル

は
床
買
い
上
げ
方
式
の
た
め
毎
年
共
用
部
分
の
管
理

組
合
負
担
金
が
数
千
万
円
も
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
第
３
は
、
財
政
問
題
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
経

済
情
勢
か
ら
、
市
税
が
平
成
23
年
度
当
初
予
算
比
約

７
億
円
の
減
収
で
あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
末
の
市

債
残
高
は
１
、
５
４
６
億
円
に
な
り
、
市
民
１
人
当

た
り
54
万
８
千
円
に
も
な
り
ま
す
。
健
全
財
政
へ
舵

を
切
る
べ
き
で
す
。
よ
っ
て
、
平
成
24
年
度
長
岡
市

一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

理
念
に
沿
っ
た 

施
策
の
展
開
に
期
待

 

民
成
ク
ラ
ブ　
　
　
　

  

ク
ラ
ブ
長　

佐
藤　

伸
広

　

本
市
は
市
政
執
行
の
基
本
理
念
に
「
市
民
が
安
心

感
を
持
つ
こ
と
」「
将
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
」「
地

域
や
長
岡
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
」
な
ど
を
据

え
、
予
算
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
未
来
都
市
は
創
造
力
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ

と
で
大
き
な
利
益
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
バ
イ

オ
ガ
ス
、
天
然
ガ
ス
発
電
の
事
業
化
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路

灯
の
普
及
促
進
な
ど
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
市
民
協
働
の
推
進
は
ア
オ
ー
レ
効
果
を
引
き

出
す
も
の
か
ら
社
会
体
育
施
設
の
充
実
と
い
っ
た
も

の
ま
で
が
多
様
に
配
置
さ
れ
、
市
民
参
加
と
更
な
る

躍
動
を
促
す
内
容
で
す
。
治
水
・
克
雪
対
策
な
ど
土

木
分
野
に
は
こ
の
１
年
の
教
訓
が
し
っ
か
り
反
映
さ

れ
て
お
り
、
文
教
施
策
で
は
子
ど
も
の
発
育
に
不
安

を
持
つ
保
護
者
に
寄
り
添
う
総
合
支
援
専
門
相
談
員

な
ど
が
光
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
試
み
が
一
つ

一
つ
、
市
民
の
誇
り
や
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期

待
し
、
民
成
ク
ラ
ブ
は
平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
賛

成
し
ま
す
。

市
民
の
安
全
と 

安
心
を
守
る
予
算
に
期
待 

公　

明　

党  　
　
　
　
　

幹
事
長　

藤
井　

達
徳

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
厳
し
い
雇
用
や
経
済

情
勢
が
続
く
中
、
平
成
24
年
度
予
算
は
市
民
の
安
全

と
安
心
の
確
保
を
最
優
先
課
題
と
し
て
掲
げ
、
市
民

協
働
で
前
進
す
る
予
算
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
へ
の
資
金
繰
り
や
研
究
開
発
の
支
援
、

ニ
ー
ト
等
の
若
者
の
就
労
支
援
な
ど
の
経
済
・
雇
用

対
策
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
引
き
上
げ
や
子
宮

頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
継
続
、
在
宅
支
援
金

の
創
設
や
福
祉
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
の
拡

充
な
ど
の
福
祉
や
教
育
環
境
の
整
備
、
原
子
力
災
害

に
備
え
て
の
地
域
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
の
防
災
対

策
の
強
化
、
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
事
業
や
環
境
未

来
都
市
の
推
進
と
い
っ
た
施
策
は
、
市
民
の
安
全
安

心
の
確
保
の
上
か
ら
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
は
、
市
民
協
働
の
拠
点
と
し

て
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
安
心
と
希
望
そ
し
て
誇
り
を
持
て
る
長
岡

市
に
向
け
て
、
予
算
が
有
効
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

市
民
力
と
地
域
力
を
活
か
し
た 

市
政
運
営
の
実
現
を

無
所
属
の
会   　
　
　
　

会
長　

大
平　

美
惠
子

　

景
気
低
迷
の
長
期
化
に
よ
る
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
や
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
の

中
で
あ
っ
て
も
、
長
岡
市
を
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ「
ア

オ
ー
レ
長
岡
」
は
、
協
働
を
進
め
る
場
で
あ
り
、
特

に
拠
点
と
な
る
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・
運
営

は
、高
く
評
価
出
来
ま
す
。
ま
た
「
ア
オ
ー
レ
効
果
」

が
一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

支
所
へ
の
裁
量
予
算
や
各
地
域
の
課
題
の
モ
デ
ル

事
業
、
ま
た
、
天
然
ガ
ス
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
な
ど
の
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
施
策
、
さ
ら
に
、
新
た
な
子
育
て
の
駅
の
開
設
や

中
学
生
総
合
文
化
祭
の
実
施
な
ど
の
子
育
て
・
教
育

の
施
策
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
に
繋
が
る
施
策
で
あ
り
、

評
価
出
来
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
の
推
進
と
市
民
力
と
地

域
力
に
よ
る
満
足
度
の
高
い
市
政
運
営
を
要
望
し
、

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

原
子
力
発
電
に
つ
い
て

　

当
市
は
柏
崎
刈
羽
原
発
か

ら
30
㌔
圏
内
に
あ
り
、
万
一
の

と
き
に
は
全
市
民
の
避
難
や
自
治
体
消

滅
の
可
能
性
が
あ
る
。
リ
ス
ク
の
あ
る

原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

原
発
は
、
ま
ず
安
全
性
の
確

保
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
廃
炉

に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
確
保
し
た
上

で
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
ど
う

方
向
付
け
て
い
く
の
か
、
国
民
的
な
議

論
を
重
ね
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
市
で
は
、
全
国
最
大
規
模
の

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
や
地
元
産
の
天
然
ガ

ス
を
使
っ
た
発
電
な
ど
、
原
発
に
で
き

る
だ
け
依
存
し
な
い
環
境
未
来
都
市
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

道
路
排
雪
に
つ
い
て

　

今
冬
は
大
手
通
り
の
道
路
脇

に
雪
が
高
く
積
ま
れ
て
い
た
。

無
雪
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
市
と
し
て
、

長
岡
駅
周
辺
は
、
降
雪
の
初
期
か
ら
排

雪
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

長
岡
駅
周
辺
は
当
市
の
表
玄

関
な
の
で
、
車
線
確
保
に
は
最

善
を
尽
く
し
て
お
り
、
今
冬
は
ど
の
路

線
よ
り
も
早
く
排
雪
を
行
っ
た
。
大
手

通
り
は
市
内
で
唯
一
、
消
雪
パ
イ
プ
と

流
雪
溝
が
併
設
さ
れ
て
い
る
路
線
だ
が
、

現
在
、
流
雪
溝
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
。
従
っ
て
市
で
は
、

市
民
協
働
で
除
排
雪
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
、
中
心
市
街
地
を
「
ハ
レ
」

の
場
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
環
境
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

●
そ
の
他
の
質
問

・�

東
日
本
大
震
災
の
ご
み
処
理
受
け

入
れ
に
つ
い
て
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佐藤 伸広�議員
（２期・民成クラブ）

西澤 信勝�議員
（３期・無所属）

平
成
24
年
度一般
会
計
当
初
予
算

各
会
派
の「
評
価
」

問

問

問

問

答

答

答

答



市
民
ク
ラ
ブ
⒃

し
ん
長
岡
ク
ラ
ブ
⑹

共
産
党
市
議
団
⑷

民
成
ク
ラ
ブ
⑷

公
　
明
　
党
⑶

無
所
属
の
会
⑵

西
澤
信
勝
議
員

関
　
貴
志
議
員

議決結果

市

長

提

出

議

案

専決処分 平成23年度長岡市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

予

算

当初予算

平成24年度長岡市一般会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成24年度長岡市国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成24年度長岡市後期高齢者医療事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成24年度長岡市介護保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成24年度長岡市診療所事業特別会計　ほか７件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

補正予算 平成23年度長岡市一般会計　ほか10件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条

例      

制　　定  長岡市北越戊辰戦争伝承館条例　ほか３件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正
長岡市介護保険条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

長岡市保育園条例　ほか26件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

廃　　止 長岡市三島地域及び和島地域における道路消雪施設に関す
る分担金徴収条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ  の  他 

和解１件、和解及び損害賠償２件、市道路線の認定、変更
及び廃止１件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

公の施設の区域外設置に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（新町踏切） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

長岡市過疎地域自立促進計画の一部変更　ほか１件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 　 　 事 副市長の選任、教育委員会委員の選任、公平委員会委員の
選任、人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議
員
提
出
議
案 

決 　 　 議 東日本大震災の瓦れき受け入れに関する決議 ○ ※1 ○ ○ ○ ※2 退席 ○ 原案可決

条 例 改 正 長岡市議会会議規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請 　 　 願 中学校卒業までのすべての子ども医療費無料化を求めるこ
とに関する請願 × × ○ × × ○ × ○ 不 採 択

市
長
提
出
議
案

専 決 処 分 平成23年度長岡市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

補 正 予 算 平成23年度長岡市一般会計　ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条 例 改 正  長岡市部制条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ  の  他  
契約の締結（浸水対策下水道） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
新潟県中越福祉事務組合の共同処理する事務の変更及び新
潟県中越福祉事務組合規約の変更　ほか１件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員
提出
議案

決 　 　 議 国際姉妹都市締結に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

編集・発行：長岡市議会 〒940−8501 新潟県長岡市大手通１−４−10
 ☎（0258）39−2244／FAX（0258）32−0827
E-mail:gikai@city.nagaoka.lg.jp　URL:http://www.city.nagaoka.niigata.jp/sigikai/
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再生紙を使用しています。

市議会の活動状況
●議会運営委員会
２月７日	３月定例会の会期の決定について
　　22日	２月臨時会の運営方針について
３月１日	３月定例会の運営方針について
　　８日	３月定例会招集日の運営方針に

ついて
　　28日	３月定例会最終日の運営方針に

ついて
●特別委員会
２月８日	まちづくり対策特別委員会
３月８日	議会活性化特別委員会
●議員協議会
２月17日	平成24年度当初予算（案）について
●総務委員協議会
３月27日	長岡市市税条例等の一部改正に

ついて

 ３月定例会 議決結果		
　３月定例会は、３月８日から28日までの21日
間の会期で開かれました。
　この定例会では、20人の議員が市政に対する
一般質問を行いました。また、平成24年度一般
会計当初予算を中心に議論し、市長提出議案70
件、議員提出議案３件、請願１件をそれぞれ右
表（会派別議案賛否一覧表）のとおり議決しま
した。
　今号では、２月22日に開かれた２月臨時会の
議決結果も掲載します。

副市長に磯田地域政策監を選任
　３月28日の本会議最終日、大野勉副市長
の退任に伴い、後任に磯田達伸地域政策監
を選任することに同意しました。

各種行政委員の選任・推薦に同意
　３月28日の本会議最終日、次の方を選任・
推薦することに同意しました。

　●教育委員会委員　中村　美和氏（再任）
　●公平委員会委員　樋熊　隆治氏（再任）
　●人権擁護委員　　髙橋清太郎氏（新任）
　　　　　　　　　　酒井　利明氏（新任）
　　　　　　　　　　古田島光子氏（再任）
　　　　　　　　　　高橋　春彦氏（再任）

市 民 ク ラ ブ

丸山　勝総　　関　　正史
松井　一男　　長谷川一作
丸山　広司　　高見　美加
藤井　盛光　　浮部　文雄
広井　　晃　　加藤　尚登
古川原直人　　高野　正義
五井　文雄　　小熊　正志
大地　正幸　　矢野　一夫

し ん 長 岡
ク ラ ブ

永井　亮一　　杵渕　俊久
山田　省吾　　関　　充夫
水科　三郎　　鈴木　正一

共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虝雄
木島　祥司　　細井　良雄

民 成 ク ラ ブ 佐藤　伸広　　杉本　輝榮
加藤　一康　　小坂井和夫

公 明 党 藤井　達徳　　中村　耕一
山田保一郎

無 所 属 の 会 大平美惠子　　桑原　　望

無 所 属 西澤　信勝　　関　　貴志
酒井　正春（議長）

○：議案に対して会派全員が賛成　　×：議案に対して会派全員が反対３月定例会

2月臨時会
※１　永井議員、杵渕議員、山田議員、水科議員、鈴木議員は賛成。関議員は退席
※２　桑原議員は賛成。大平議員は退席

※収支差引残額については、市に返還されます。

議　案

会 派 名
（　）は所属議員数

平成23年度政務調査費収支報告
　政務調査費とは、議員の調査研究活動の充実を図るために、必要な経費の一部を補助するものです。本市
では、議員１人当たり月額６万円を会派に交付しています。（会派に属していない議員は、所属議員が１人の
会派を結成しているものと見なして交付しています）	
　各会派から平成23年度政務調査費の収支報告が提出されましたので、収支の状況を報告します。

会　　派　　名
市　民
クラブ

（16人）

しん長岡
クラブ

（６人）

共産党
市議団

（４人）

民　成
クラブ

（４人）
公明党

（３人）
無所属
の会

（２人）
無所属

（西澤）
無所属
（関）

無所属
（議長） 合　計

収入
の部 政務調査費① 10,620,000 3,960,000 2,640,000 2,640,000 1,980,000 1,320,000 660,000 660,000 600,000 25,080,000	

支
出
の
部

調 査 研 修 費 6,961,772	 2,894,142	 503,440	 1,018,512	 1,213,461	 551,425	 99,630	 300,875	 287,290	 13,830,547	

資 料 費 955,547	 305,709	 447,060	 210,010	 166,455	 97,008	 48,774	 100,294	 27,760	 2,358,617	

広 報 広 聴 費 331,404	 48,320	 866,925	 137,987	 0	 187,773	 215,955	 213,099	 86,588	 2,088,051	

情 報 通 信 費 1,794,963	 262,422	 33,394	 578,087	 456,146	 311,480	 48,635	 25,626	 57,257	 3,568,010	

人 件 費 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	

事 務 所 費 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	

事 務 費 576,314	 449,407	 789,181	 695,404	 143,938	 65,877	 247,006	 20,106	 141,105	 3,128,338	

合　 計　 ② 10,620,000	 3,960,000	 2,640,000	 2,640,000	 1,980,000	 1,213,563	 660,000	 660,000	 600,000	 24,973,563	

収支差引残額（①―②） 0	 0	 0	 0	 0	 106,437	 0	 0	 0	 106,437	


